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I.ま え が き

,傾 斜地に大規模な農地を造成する改良山成畑工

が多く計画 ・実施されている。この工法は,原 地形を大

幅に修正するため,一 般に大量の土工を伴い,場 合によ

っては数10mも の長大な法面を有する盛土によって圃

場が形成される。このような大掛 りな盛立 てに当って

は、保全上慎重な施工管理を必要とするのは当然のこと

である。しかし,気 候 ・土質 ・地形等の制限因子が関与

し、しかも融雪後から秋雨期間までの比較的短期間の施

工となる北海道 の場合,農 地保全上安全でかつ耕地 と

しての条件に適合 した基盤の造成は難 しい課 題 とい えよう。

改良山成造成農地の保全上の問題は,主 として圃場面

と法面の水食および盛土法部の安定性にある。これらの

問題の原因は,地 表流出の増大 ・集中化,表 土の耐水食

性の低下,地 中浸透水の排水不良,盛 土法部の施工方法

等に求められる。このような保全上の諸問題 につ いて

は実際の改良 山成造成畑を対象 として実態を検討 し

た1)が、その多 くの部分で土工上の難 しさが想定された。

本報告では,成 層状態にある自然地盤(そ れは一般に,地被植生
・植物残体 ・根系 ・腐植 ・構造性の発達した表

土からなり,極めて安定した系としてある)を 切 り拓 き,
全く新たな農地基盤を創出する場合,必 然的に行われる

表土の取扱いがいかなる意味を持つのか,ま たそれが農

地保全上 どの程度の影響 を及ぼす のか,を 知るための

手懸かりを得ることを目的 として検討を加えた もので

ある。

II.造 成に伴う浸入性の変化

地盤の浸入性は,水 食に大きな影響を及ぼす。一般的

に傾斜地盤に達 した降雨の一部は表面を流出し,一 部は

地盤中へ浸入する。表面流出水は表土を運搬するととも

に,集 中流下 したときには流水エネルギが非常に大 きな

ものとな り,し ばしぼガリ侵食を発生させる。よって,

降雨の浸入を増加させ,か つこれを合理的に排除するこ

とが,土 壌保全対策上極めて重要なこととなる。傾斜地

盤に浸入 した雨水はその一部は耕土,下 層土などに保水

され,不 透水層があるときはそれに沿って徐々に横方向

に移動すると考えられる。造成前の自然地盤は一般的に

浸入性が大きく,降 雨の多 くは地下に浸入するため,侵

食は極めて軽微である。このことは,地 表植生 とこれが

もたらす表層構造に起因するが,農 地造成ではこれらを

排除あるいは改変させるため,地 盤の浸入性が大きく変

化することになる。

いま,斜 里山麓2)・南後志地域3)に おける地盤の浸入

度試験結果を示す と,Figs.1,2の ようになる。ここで

用いている浸入度試験装置は,従 来より筆者らが傾斜草
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 Photo. 1. Root zone profile of Sosa field 
foundation (Minami-sirih esi).

Fig. 1. Intake-rate for land-use (Syari-sanroku).

Photo. 2. Horizontal section of root zone of 
Szsa field foundation (whi paint 
infiltration, Minami-siribesi).

Fig. 2. Intake-rate for land-use (Minami-siribesi).

地の浸入性測定に使用 している定水頭型傾斜浸入度計で

ある4)。浸入度試験は,両 地域 とも改良山成畑傾斜圃場

(裸地)の 切土および盛土部,原 地盤(サ サ地)に おいて

行われた。 また,斜 里山麓では作物残渣(麦 桿)で マル

チされた圃場についても行った。図示 した結果により,

原地盤に比べて造成圃場の浸入度が著 しく低下している

ことが認められる。原地盤の高い浸入性は,厚 く堆積 し

た腐植層とササ根系により土中に形成された粗大間隙が

原因である。ササは宿根性であり,ふ とい主根が縦横に

格子状に伸び,そ こから細い側根がでている。こうした

根系による水分吸収量が多いためか,根 系内の土はブロ

ック状に分割され,格 子状に連続 した粗大間隙が発達し

ている。この間隙は降雨などの湿潤化に よっても復元す

ることのないまでになっている4)。Photo.1は,サ サ地

(南後志)の 切土面を示しているが,サ サ根により地盤こ

格子状の亀裂が形成されていることがわかる。また,サ

サ地における降雨の浸透状況を知るために,口 ペンキを

浸入させて12時 間後にその水平断面を観察した結果

白ペ ンキは主根にそって形成された亀甲状の粗大間隙に

沿って浸透 していることがわかった(Photo.2)。 これら

ササ根による発達した構造性は造成に伴い破壊 され,粗

大間隙は減少する。このため,造 成圃場の進入性は大き

く低下することになる。また,切 土部は盛土部よりも浸

入性が低い.こ れは改良山成畑工法力・,地形修正の必要

上かなり深いところまで掘削することから緻密な構造を

もつ下層土が新圃場面に現れるためであろ う.

さらに,同じ圃場 でも麦桿でマルチされた圃場の浸入

性は湘 対的縞 い値を示す.マル チ ングは,雨 滴の衝












